
機能テストおよび回帰テストの自動化によるアプリケーション品質の検証

ハイライト

IBM Rational Functional Tester

■ J a v a、W e b、S A P、S i e b e l、およ
び Microsoft  Visual  Studio .NET 
Windows Formsベースのアプリケーション
のための堅牢なテスト・サポートを提供

■ テスト・スクリプトのカスタマイズ、編集、お
よびデバッグに使用するスクリプト言語を、
Java と Microsoft Visual Basic .NET 
から選択可能

■ 複数の検証ポイントおよび、正規表現パ
ターン・マッチングのサポートで、動的データ
の検証を支援

■ IBM ScriptAssure テクノロジーによって
（元のアプリケーションが変更されても再
生ができる）、再作業の必要性を減少、スク
リプト再記録の作業を最少化、スクリプト
保守の必要性を低減

■ バージョン管理サポートによって、地理的に
分散した開発チームによるテスト・スクリプ
トの並行開発および並行使用が可能にな
り、生産性が向上

うことも可能ですが、自動化することで多大

なメリットをもたらします。

•  テスト担当者のリソースを拘束すること

なく、回帰テスト（アプリケーションの更新

時の機能確認）を実行できる。

• QA（ 品質保証）部門は基本機能の検証を

自動化することにより、毎回同じ操作の繰

り返しから解放され、追加機能のテストに

集中することで、テストの網羅性を向上で

きる。

• テスト用のマシンの準備やデータベースの

構成など、テスト以外のＷｅｂブラウザーなど

の操作も自動化できる。

• テスト手順の実行やテスト結果の記録など

の手作業で起こりやすい人的エラーが削減

できる。

ビジネス・ニーズやお客様の要求に応えるた

めに自社でアプリケーション開発を行ってい

る場合、アプリケーションの品質の重要性に

ついては広く認識されています。しかし、実際

にプロジェクトで、期待されたとおりの品質、

または期待を上回る品質のアプリケーション

を開発するためには、プロジェクトの作業に

一定のルールと効率化への取り組みを実現

することは困難です。一般的に、QA 部門が行

なう機能テストは、機能性、操作性、外観、そ

の他多くのカテゴリーにおける要件が、アプ

リケーションに適切に実装されているかどう

かを検証することを主題としています。

IBM Rational® Functional Tester は、機能

テストおよび回帰テストの自動化するソフ

トウェアです。Java™、Web、SAP、Siebel、

および  Microsof t® V isual  Studio .NET 

Windows® Formsベースのユーザー・イン

ターフェース (UI) テクノロジーに対する深

い理解に基づいて設計されています。その

ため、複数のカスタマイズ・オプションを備え

た堅牢なユーザー・アクション記録機能と、

優れたスクリプト保守機能を組み合わせるこ

とで、アプリケーションに変更が加えられた

場合でも柔軟にテストを作成および実行で

きるようにします。

Rational Functional Testerは、テスト担当者、

GUI 開発者など、ソフトウェア開発の責務を

負ったプロジェクト・チーム・メンバーすべてに

向けた製品です。初心者レベルの開発者で

も上級者でも同じように使用できます。

機能テストは純粋な手作業による方法で行

IBM Rational Functional Testerによるアプリケーションのテスト



機能テストのコストを軽減 
開発チームが、プロジェクト全体を通じてテ

スト・スクリプトを最新の状態に維持するた

めに膨大な手作業が必要となれば、テストの

自動化による利点はすぐに損なわれてしま

います。Rational Functional Testerは IBM 

ScriptAssure™ の先進テクノロジーを採用

しているため、UI コントロールの特性を学

習することができます。そのため、基本スク

リプトが変更された場合でも、新しいビルド

において同一のコントロールとして識別でき

ます。これらのコントロール特性はオブジェク

ト・マップに保存され、複数のスクリプトおよ

びプロジェクトで共有できます。このオブジェ

クト・マップによって、オブジェクト認識特性へ

の変更がすべてのテスト・スクリプトに反映

され、スクリプトの保守作業を単純化できま

す。さらに、Rational Functional Testerに新

しく搭載された高度なオブジェクト・マップ検

索機能およびフィルター機能によって、保守

作業はさらに容易になりました。

正規表現のサポートにより、テスト・コードに

挿入された検証ポイントを実際のデータと期

待データとの比較に使用が可能になります。

これにより、毎回変化しうる注文番号、時間、

日付などの動的コンテンツの検証が可能にな

ります。この機能によって、テスト対象アプリ

ケーション内の変更を反映させるためのテス

ト保守作業の必要性がさらに低減します。

制限なくカスタマイズが可能
開発チームにとって、テスト・スクリプトの編

集や拡張は避けられない作業です。自動テ

スト・ツールの利点を最大限に活かすために

は、シンプルなループ構文の作成から高度

なファイル操作、またはオペレーティング・シ

ステムの対話型操作まで、あらゆる作業が

必要となり得ます。このようなニーズに対し、

Rational Functional Testerは、従来に無い

選択肢をユーザーに提供します。つまり、テ

スト・エディターやデバッガーで使用される言

語として、業界で主流となっている強力な言

語を選択できるのです。

Rational Functional Testerでは、テスト・ス

クリプト全部を Eclipse Java Developer 

Toolkit のエディターにより Java コードを

使用して作成するか、あるいは  Microsof t  

Visual  S tudio  .NET のエディターにより 

Microsoft Visual Basic .NET コードを使用

して作成することができます。これらのプロ

グラミング言語に精通している方なら、既

存のコードをすぐに修正するとともに、他の

テスト・スクリプトから呼び出せるカスタム・

ライブラリーを作成することもできます。

Eclipse エディターおよび Visual  Studio 

.NET エディターは、いずれも自動コード・コ

ンプリーション機能や高度なデバッグ・オプ

ションなどの優れた編集機能を備えている

ため、コーディング作業は大幅に簡素化され

ます。カスタマイズも制限なく行うことがで

き、テスト・スクリプトと開発とのコミュニケー

ションを大きく簡素化できます。実際、GUI 

開発者や他の開発チーム・メンバーは、自分

たちが作業している Eclipseまたは Visual 

Studio.NETベースの統合開発環境 (IDE) か

ら Rational Functional Testerにアクセスし

て、独自のテストを作成することができます。

開発チームの多様なニーズをサポート
Rational Functional Tester の高度なスク

リプト作成機能を利用するにつれて、複数

バージョンのテスト・スクリプトを保存する

ことが重要となってきます。これに加えて、

地理的に分散したテスト・チームのサポート

や、複数サイトでの並行開発を行う必要性

など、様々な要求が明らかになってきます。

Rational Functional Testerは並行開発にお

ける使用もサポートしているため、テスト・ス

クリプトのバージョン管理も可能です。同一

ロケーションで作業するチームは、Rational 

Funct ional  Tester  のライセンスで  IBM 

Rational ClearCase® LT 製品を利用できま

す。また、地理的に分散しているチームとの

共同作業には、 IBM Rational ClearCase ソ

リューションにアップグレードすることが可能

になります。

オープン･スタンダード･ベースの
テクノロジー
Rational Functional Testerの Java スクリ

プト作成機能は、Eclipse アーキテクチャー・

フレームワーク、およびその  Eclipse Test 

and Performance Tools Platform （TPTP） 

と呼ばれるテスト、トレース、モニタリングの

ための拡張機能の上に構築されています。

Eclipse および TPTP は、いずれもオープン・

ソースのプロジェクトであり、アプリケーショ

ンの開発、テスト、デプロイ、およびモニタリ

ングのための複数のツール環境で共有可能

なオープン・ソースのサービスを提供してい

ます。このインフラストラクチャーにより、ベ

ンダー固有のデータ・ストア・フォーマットの

排除、自社およびサード･パーティーによるカ

スタマイズやコミュニティーへの貢献のサ

ポートなど、さまざまな利点が得られます。ScriptAssure とオブジェクトマップで柔軟なテストが可能ScriptAssure とオブジェクトマップで柔軟なテストが可能



上に構築された Rational 品質管理ツール

によって、デリバリー・ライフサイクル全体に

わたり、分散したテスト資産と情報をより緊

密に結合させることができます。アプリケー

ション・ライフサイクルに対する Rational の

反復的な品質管理アプローチによって、テス

ト担当者はより高品質のコードを作成し、生

産性を向上させ、短い納期に間に合わせるこ

とができます。

参考情報
IBM Rational Functional Testerの詳細は、

次のサイトを参照してください。

ibm.com/jp/software/rational/products/

test/rft/

Eclipse および TPTP ベースのツールへの

投資は、単一ベンダーの制約に縛られること

を避けるとともに、将来のイノベーション推

進にもつながります。

IBM Rational Software

Delivery Platform の
不可欠なコンポーネント
IBM Rational Functional Testerは、ソフト

ウェア・システムの構築およびアプリケーショ

ン・ライフサイクルの管理を目的とした、業界

で最も完全かつ強力なソリューションである 

IBM Rational Software Delivery Platform 

に不可欠のコンポーネントです。このプラッ

トフォームによって、ソフトウェア開発の多く

の側面を自動化することが可能になります。

また、チーム・メンバー間および使用ツール

間において効率よく情報共有が可能になり、

チーム・メンバーの一体化が実現します。

Rational Software Delivery Plat form へ

の統合は、アプリケーション要件などのさま

ざまなソフトウェア開発ライフサイクル資産

にアクセスできるよう設計されており、開発

チーム全体でユーザー経験を共有できるよ

うになっています。機能テストの観点からは

この統合により、開発者およびテスト担当者

が、Rational Software Delivery Platform 

のそのほかのツールでアプリケーションの構

築、テスト、デプロイ、モニタリングする際に

使用するツールと同一のユーザー・インター

フェースで、機能テストを構築、共有、分析で

きることを可能とします。

IBM Rational ソフトウェアについて
IBM Rational 品質管理ソリューションは、パ

フォーマンス・テスト、機能テスト、および回帰

テスト、手動テスト、開発者テスト、およびテス

ト管理など、テスト担当者をサポートする最

新のソフトウェアを提供します。Rational ソ

リューションを使用すれば、QA チームはア

プリケーションの機能性、操作性、信頼性、ス

ケーラビリティー、およびパフォーマンスに

関する問題を容易に管理し、これらに対処で

きるようになります。幅広い環境をサポート

する、総合的な自己管理型プラットフォーム



お問い合わせは、I B Mビジネスパートナー、製
品販売店、弊社営業担当員または、ダイヤル IBM
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様は下記の電話番号でご利用ください。ダイヤルIBM 
03-6220-8002（この場合通話料金はお客様のご負担
となります。）
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